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将来の核融合炉において、周辺局在化モード

(ELM: Edge Localized Mode)によって間欠的な

熱負荷が発生し、ダイバータ板に損傷を与える

ことが懸念されている。このためELM振幅の緩

和・抑制が求められており、有効な手法の1つ

として共鳴摂動磁場(RMP: Resonant Magnetic 

Perturbation)の印加がある。RMP印加は非定常現

象のみならず、近年、定常的な周辺プラズマ・

熱負荷分布を変形させることが報告され、数値

シミュレーションを含めた研究が進められて

いる。RMPは本質的に3次元の構造を有するた

め、3次元輸送コードEMC3-EIRENEが適用され

る。NSTX[1]やAUG[2]等、複数の装置における

RMP印加実験－シミュレーション比較や、

ITER[3]における予測計算が行われているが、定

常熱負荷分布に与える影響は十分には明らか

となっていない。 

 2020年に建設を完了した大型トカマク装置

JT-60SAでは、今後RMP実験を含む様々な物理

実験が行われる予定である。実験開始前にシミ

ュレーション環境を整えることが、物理理解を

進展させる上で極めて有効である。そこで最近、

JT-60SAへのEMC3-EIRENEの適用が初めて行

われたが、RMPの印加条件はコイル電流値の低

い1ケース(10 kA)に限られていた[4]。 

本研究では、将来の実験比較を目的とした取

り組みの1つとして、より大きなRMP強度にお

けるEMC3-EIRENEシミュレーションを実施し 

 

た。図1にRMPのコイル電流Ic = 0(RMP無し), 10, 

20, 30 kAでの外側ダイバータへの熱負荷分布

を示す。今回の結果では、種々の入力パラメー

タはRMP強度を除き先行研究[4]と同様であり、

プラズマ応答磁場は考慮していない。Ic = 0のケ

ースを除いて、RMPのトロイダルモード数と同

じく、n = 3のストライク点分裂が確認された。

さらにRMPコイルの電流を増加させていくに

つれて、この分裂がより明瞭となることが確認

された。RMP強度の増大に対してトロイダル平

均熱負荷ピークには減少傾向が見られたが、変

調成分の振幅が増加するため、熱負荷ピークに

は大きな違いは見られなかった。講演ではRMP

強度と周辺プラズマパラメータのより詳細な

関係について報告する予定である。 

 
図1, 外側ダイバータへの熱負荷の分布。横軸はトロイダ

ル角、縦軸は摂動未印加時のセパラトリクスからの距離で

ある。コイル電流：(a) Ic = 0, (b) 10, (c) 20, (d) 30kA. 
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